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要 約
本研究では、長崎純心大学人文学部人間心理学科の講義において16年間実施してきた青年期に
関するアンケートの結果から、いわゆる「非ゆとり世代」と、最近の5年間の女子大学生とを比
較検討することを通して、現代の女子大学生の心理学的特徴を抽出することを目的とした。尊敬
する相手、気楽に話せる相手、相談するか否かと相談相手において差がみられ、青年期は心理的
離乳の時期であり、従来、重要な対人関係が親から友人へと移行すると言われているが、現代は
友人より母親の方が話しやすく距離が近いことが推察された。また、反抗期の有無と時期、本音
でぶつかった経験の有無、友人や恋人との仲直りの方法においても差がみられ、現代は一昔前よ
りも親や教師に反発せず、友人とも本音でぶつかっていない様子が窺われた。
キーワード：現代の女子大学生、心理的特徴、対人関係
Ⅰ．研究の背景と目的
1．はじめに
本研究の素材となった「現代の青年アンケート」は、長崎純心大学人文学部人間心理学科の2
年次に開講されている生涯発達心理学Ⅱにて2004年から2017年まで、そして2018年は同時期に開
講される心理学研究法にて実施したアンケートである。生涯発達心理学Ⅱは1年次に開講されて
いる思春期までの発達を扱う生涯発達心理学Ⅰの展開科目であり、青年期から老年期までの各発
達段階の特徴や課題などを学ぶ科目である。
アンケートを実施するきっかけとなったのは、本学の保護者会にて「青年期の心性」に関する
講演を依頼されたことである。後援会の参加者が本学の保護者であることから、一般的な青年期
の心性をお伝えするよりも、本学で学ぶ学生たち、保護者にとっては自分たちの子ども達の生の
純 心 人 文 研 究 第25号 2019
―175―
意見を伝えられたらよいのではないか、と思ったのが契機である。
また、このことは受講者自身にも応用できることであり、講義にて一般論として現代青年の特
徴を伝えるよりも、受講生へのアンケート結果と現代青年の特徴を繋げながら伝えた方が教育的
効果が高いと考えたことによる。実際、自由記述は一字一句同じというわけではないが、編集さ
れた自身の回答が授業中に配布されるアンケート結果のプリントのどこかに載っているため、講
義への参加度、集中度は他の回に勝るものが感じられた。
本研究の素材となったアンケートは上述したような目的で始めたものであり、そもそも研究目
的としたものではなかった。そのため、最初の数年は年齢も問うておらず、質問項目は保護者会
で報告をすることを意識した「尊敬する人」という項目があったり、標準化された質問尺度を用
いたものでもなく、「現代青年の心理」という講義で扱う内容に沿うよう、浅く幅広い質問であ
り、また、回答方法として複数選択も許容しているなど、質問紙としては不備のあるものである
ことを最初に付記しておく。それでも、この15年以上同じアンケートを取り続けるうちに、回答
の変化を感じたため、本報告をまとめることにした次第である。
2．現代青年の親子関係と友人関係について
青年期は疾風怒濤の時期とされてきており、ホルモンバランスの不安定さも加え、心身ともに
不安定になりやすい時期だとされてきている。発達的課題としては心理的離乳として、親からの
自立、アイデンティティの確立があるとされてきており、第二反抗期があるという特徴もいわれ
ている。しかし、その一方で、昨今では、青年期平穏説もいわれており、従来のような「荒れた」
青年期を送っていないのではともいわれている。松井（1996）は、1985年に東京都生活文化局が
中学生・高校生を対象に実施した調査の中で男女ともに「尊敬できる人」や「こんな人になりた
い」という相手は同性の親が多く選択されており、半数以上の青年が親に対して好意的な態度を
持ち、良好な関係を持っていることから、従来の代に反抗期と呼ぶ現象はわずかしか見られない
こと、また、同じ時期に公開されたNHK世論調査部の調査結果より、父親を尊敬している子ど
もの方が幸福感が高かった点などから、青年が親との間に良好な関係を持つことは心理的問題や
不適応に結びつくものではないとしている。また、エリクソンが提唱した漸成発達理論に基づい
てアイデンティティの発達について研究した高橋（2003）も、青年期前期においてアイデンティ
ティ発達の程度が高い青年は、親に対する親和性も同様に高く、さらに、同性の親に対して同一
視欲求を持つことがアイデンティティ発達に重要な役割を果たすことを示している。青年期が遷
延化し、モラトリアムが長期化しているとされている現代青年にとって、親は同一化の対象、す
なわち、尊敬の対象となっているのであろうか。また、従来いわれてきているような反抗期を現
代青年は過ごしてきているのであろうか。以上のことから、現代青年が親を尊敬の対象としてい
るのか、また親や先生に反抗したことがあるかについて検討することとした。
また、青年期における対人関係は、その依存対象が親から友人に移行するとされており、アイ
デンティティ発達の観点からしても、友人関係が重要になるとされてきている。自己開示対象、
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すなわち、相談する相手であり、情緒的サポートを得る対象としても友人は重要である。現代で
は、友人関係の希薄化が指摘されてきているが、気楽に話せる相手や相談する相手は親と友人と
どちらが多いのであろうか。また、現代青年の特徴としてしばしば取り上げられる「ふれあい恐
怖心性」はみられるのだろうか。
以上の様々な観点から現代青年の特徴を把握すべく、アンケートを作成した。
3．ゆとり世代について
2004年から継続してアンケートを実施してきたが、2010年を超えたころから、上述したように
回答に若干違いを感じる項目も出てきた。その頃、マスメディアを始めよく耳にしたのが「ゆと
り教育」や「ゆとり世代」という言葉である。
寺脇（2007）によると、ゆとり教育とは、各学校が「ゆとり」の中で「特色ある教育」を展開
することや、自ら学び自ら考える力などの「生きる力」を育むことを目標に掲げ、「学校の完全
週5日制」「総合的な学習の時間」「習熟度別授業」「全員が学ぶべき教科内容の削減」などが学
習指導要領に盛り込まれている2002年から実施されている教育である。いわゆる「ゆとり世代」
とは、上述したような「ゆとり教育」を受けた世代を指し、1987年度生まれから1995年度生まれ
を指すことが多いとされており、2011年度以降、小学校などの学校教育での改定において、いわ
ゆる「脱ゆとり教育」に移行しているが、一部だけでもゆとり教育を受けたものとして2003年度
生まれまでを指すとされている（Beyond 編集部、2018；藤原・上床ら、2017）。また、Beyond
編集部（2018）によると、この「ゆとり世代」には、1987年度から1989年生まれの「第一世代」、
1990年度から1995年度生まれの「ゆとり・さとり世代」、1996年度から2003年度生まれの「脱ゆ
とり世代」の3世代に分かれるとされている。
ゆとり教育やゆとり世代に関する先行研究としては学力に関する者が多く、対人関係を扱った
ものとしては、医療分野において研修医や看護師の指導・教育に関するものの中で扱われたもの
があるが（加藤、2018；藤原他、2017；池田・新井・冨澤・田中・山中、2014など）、親子関係
や友人関係を含めた対人関係について、ゆとり世代とそれ以前の世代を比較した研究は見当たら
ない。
4．本研究の目的
上述してきたように、本アンケートを16年間実施していく中で、特に、尊敬する相手や気楽に
話せる相手、相談相手に関する項目において回答に変化があるように感じられた。依存対象が親
から友人へ移行するとされてきている青年期とは違う様相が見えてくる可能性が考えられたこと
も踏まえ、今回、現代の女子大学生の1）親子関係および友人関係、2）反抗期、3）ふれあい
恐怖心性の3点について、「非ゆとり世代」および直近の「現代青年」を比較することにより、
現代青年の特徴を分析・検討することを目的とした。
なお、本研究では上述したゆとり教育を受けた世代であること、また、杉山・二宮（2011）が
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2008年度卒業生を「ゆとり前世代」としていることを参考に、「非ゆとり世代」を1987年～1995
年生まれの中で、大学2年次に開講される生涯発達心理学および心理学研究法の受講者を対象と
している2004年度生・2005年度生・2006年度生とした。また、上記した1987年～1995年は狭義の
“ゆとり世代”であり、一部でもゆとり教育を受けた世代は2004年生まれまでとする広義の定義
もある。ゆとり教育は2010年度までで廃止されており、2017年度生や2018年度生は“脱ゆとり教
育”を受けた学生も含まれるため、直近の2014年度から2018年度の学生は、“ゆとり世代”では
なく“現代青年”と表記し、“非ゆとり世代”から10年以上経っている学生たちと比較検討する
こととした。
Ⅱ．方 法
1．調査対象者
長崎純心大学人文学部人間心理学科において2年次に開講されている生涯発達心理学Ⅱの受講
生を対象とした。なお、2018年度のみ、同学科の同学年に開講されている心理学研究法を受講し
ている女子大学生を対象とした。2004年～2006年の「非ゆとり世代」の対象者は302名（年齢を
回答させていなかったため、平均年齢は不詳であるが、2年次の前期開講科目であるため19歳く
らいと思われる）、2014年～2018年の「現代女子大学生」の対象者は278名（平均年齢19．41歳、
SD＝1．39）の計580名であった。以下、対象者を年度で示す場合は、入学時点ではなく、2年時
（大多数の学生が20歳となる学年）の年度である。
2．調査期間
「非ゆとり世代」は2004年～2006年、「現代女子大学生」は2014年～2017年のそれぞれ4月下旬
～5月初旬、2018年は6月中旬に実施した。
3．調査方法
「現代の青年アンケート」として講義の時間に配布し、集団にて施行した。所要時間は約10分
であった。なお、講義には一部男子学生もいたが、開講されている人間心理学科が女子学生のみ
であったことから本講義を受講している男子学生がごく少数であったこと（2014年～2018年の間
で10名）、女子大学生の特性を抽出する目的に沿って、今回は分析の対象から除外した。
4．質問紙の構成
1）尊敬する人について
「尊敬する人は誰ですか」という教示の元、「父親」「母親」「きょうだい」「友人」「先生」「そ
の他（自由記述）」の6つから選択させた（複数選択可）。
2）気楽に話せる人について
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「気楽に話せる人は誰ですか」という教示の元、「父親」「母親」「きょうだい」「友人」「先生」
「その他（自由記述）」の5つから選択させた（複数選択可）。
3）相談するか否かと、相談相手について
「何かあった時（困った時、重大な決心を迫られた時など）に、誰かに相談しますか？」とい
う教示の元、まず「する」「しない」の2つの選択肢から回答を求め、「する」と回答したものに
「父親」「母親」「きょうだい」「友人」「先生」「その他（自由記述）」の5つから選択させた（複
数選択可）。
4）相談してよかったこと、対応について
「相談してよかったと思った事は何ですか？また、そういう対応だと嬉しかったですか？」と
いう教示の元、自由記述にて回答を求めた。
5）親や教師への反発経験の有無とその時期について
「親や教師に対して反発したことはありますか？」という教示の元、まず「はい」「いいえ」の
2つの選択肢から回答を求め、「はい」と回答したものに「それはいつですか？」と尋ね、「小学
校」「中学校」「高校」「現在（大学）」の4つから反発した時期を選択させた（複数選択可）。ま
た、「どういったことが嫌でしたか？（言いたいけど言えないなどを含む）」という教示の元、自
由記述にて回答を求めた。
6）「おとな」になったと感じる時
「どういう時に「おとな」になったと感じますか」という教示の元、自由記述にて回答を求め
た。
7）早く大人になりたいか否かとその理由
「早く大人になりたいと思いますか？またその理由は何ですか？」という教示の元、まず「は
い」「いいえ」の2つの選択肢から回答を求め、その後、その理由を自由記述にて回答を求めた。
8）本音をぶつけた体験の有無
「大学生になって、友達（恋人）同士で本音をぶつけたことはありますか？」という教示の元、
「ある」「ない」の2つの選択肢から回答を求めた。
9）本音をぶつける際の怖さの程度について
「本音でぶつかりあいたいと思っても、恐かったり尻込みしてしまう事はありますか？」とい
う教示の元、「とてもある」「ときどきある」「どちらでもない」「あまりない」「ほとんどない」
の5つの選択肢から1つ回答を求めた。
10）喧嘩した際の友達や恋人への仲直りの方法について
「友達や恋人と喧嘩をした時に、どうやって仲直りする事が多いですか？」という教示の元、「直
接会って」「電話で」「メールで」「その他」の4つの選択肢から回答を求め、その他の場合は自
由記述にて内容の回答を求めた。
11）居場所について
「あなたにとって居場所とは？（例：自分の部屋、友達と一緒にいる時、サークルなど）」とい
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表1．尊敬する相手
非ゆとり世代
（N＝302）
現代青年
（N＝278） χ
2
選択 非選択 選択 非選択
父親 139 163 99 179 6．49＊
母親 190 112 169 109 ．28
きょうだい 57 245 54 224 ．03
友人 113 189 101 177 ．07
先生 68 234 49 229 2．15
＊p＜．05 図1．尊敬する相手
う教示の元、自由記述にて回答を求めた。
以上の11問について、Ａ4用紙1枚にまとめたアンケート用紙を用いて調査を実施した。
本稿では、1）親子関係および友人関係、2）反抗期、3）ふれあい恐怖心性の3点について
検討することを目的としたため、上記した質問項目のうち選択肢を用いた質問である1）尊敬で
きる相手、2）気楽に話せる相手、3）相談するか否かとその相手、5）親や先生への反発経験
の有無とその時期、8）本音でぶつかった経験の有無、9）本音をぶつける際の怖さの程度につ
いて、10）ケンカした際の友達や恋人との仲直り方法について、の7項目における選択式の回答
について分析した結果を報告する。分析には IBM SPSS Statistics 23を用いた。
Ⅲ．結 果
まず、アンケートの回答は複数選択可としたため、選択肢それぞれを選択したか否かの0・1
データとし、「非ゆとり世代」と「現代青年」において選択した人数に偏りがあるかについて、
χ2検定を行なった。
1．親子関係・友人関係について
1）尊敬する相手について
「尊敬する相手」について、非ゆとり世代と現代青年に選択率の差がみられるか χ2検定を行なっ
た。χ2検定の結果を表1に、グラフ化したものを図1に示し、図においては有意差がみられた箇
所に実線の〇を施した。
分析の結果、母親、きょうだい、友人、先生においては差がみられなかったが、父親について
は、非ゆとり世代の方が有意に多く選択していた（χ2（1）＝6．49，p＜．05）。
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表2．気楽に話せる相手
非ゆとり世代
（N＝302）
現代青年
（N＝278） χ
2
選択 非選択 選択 非選択
父親 35 267 42 236 1．56
母親 148 154 158 120 3．56†
きょうだい 121 181 97 181 1．65
友人 245 57 198 80 7．87＊＊
先生 8 294 4 274 1．05
†p＜．10 ＊＊p＜．01
図2．気楽に話せる相手
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表3．相談するか否か
非ゆとり世代
（N＝230）
現代青年
（N＝249） χ
2
する しない する しない
193 37 222 27 2．84 図3．相談するか否か
2）「気楽に話せる相手」について
「気楽に話せる相手」に関する χ2検定の結果を表2に、グラフ化したものを図1に示し、図に
おいては有意差がみられた箇所に実線の〇を、有意傾向がみられた箇所には破線〇を施した。
分析の結果、非ゆとり世代と現代青年の間で、父親、きょうだい、先生の選択率に有意な差は
みられなかったが、母親においては有意な傾向が（χ2（1）＝3．56，p＜．10）、友人については有意
差がみられた（χ2（1）＝7．87，p＜．01）。統計的に有意ではなかったが、非ゆとり世代よりも現代
青年の方が母親に対して気楽に話せる傾向があり、現代青年よりも非ゆとり世代の方が、友人に
対して気楽に話せると回答した人が有意に多いという結果が得られた。
3）「相談するか否か」および「相談相手」について
「何かあった時（困った時、重大な決心を迫られた時など）に、誰かに相談しますか？」とい
う問に対する回答とその「相談相手」について、非ゆとり世代と現代青年に選択率の差がみられ
るか χ2検定を行なった。「相談するか否か」の結果を表3および図3に、「相談相手」の結果を
表4および図4に示す。なお、「相談するか否か」については、非ゆとり世代で72名、現代青年
で29名、計101名が「無回答」および「どちらでもない」という回答であったため、表3の合計
人数は479名である。しかし、相談相手については、それぞれの世代で無回答が各1名ずつ、計
2名のみであったため、表4の合計人数は578名となっている。図においては有意差がみられた
箇所に実線の〇を施した。
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表4．相談する相手
非ゆとり世代
（N＝301）
現代青年
（N＝277） χ
2
選択 非選択 選択 非選択
父親 36 265 36 241 ．142
母親 136 165 175 102 4．16＊
きょうだい 63 238 47 230 1．47
友人 198 103 157 120 5．04＊
先生 16 285 16 261 ．059
＊p＜．05 図4．相談する相手
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表5．反発の有無
非ゆとり世代
（N＝298）
現代青年
（N＝273） χ
2
あり なし あり なし
268 30 226 47 6．24＊
＊p＜．05
表6．反発の時期
非ゆとり世代
（N＝206）
現代青年
（N＝276） χ
2
選択 非選択 選択 非選択
小学校 36 170 56 220 ．61
中学校 134 72 140 136 9．87＊
高校 114 92 132 144 2．67
現在（大学） 42 164 50 226 ．39
＊p＜．05
図5．反抗・反発の有無
まず、「相談するか否か」に関しては、非ゆとり世代と現代青年との間に有意な差はみられな
かった。しかし、相談する相手に関しては、母親（χ2（1）＝4．16，p＜．05）および友人（χ2（1）＝
5．04，p＜．05）において有意な差がみられた。現代青年は非ゆとり世代よりも有意に母親に相談
すると回答し、非ゆとり世代は現代青年よりも有意に友人に対して相談するという結果となった。
2．親や先生への「反発の有無」および「反発の時期」について
親や先生に対する「反発の有無」および「反発の時期」について、非ゆとり世代と現代青年に
選択率の差がみられるか χ2検定を行なった。「反発の有無」の結果を表5および図5に、「反発
の時期」の結果を表6および図6に示す。なお、「反発の有無」については、非ゆとり世代で4
名、現代青年で5名、計9名の無回答者がいたため、表5の合計人数は571名である。「反発の時
期」については、非ゆとり世代で104名、現代青年で2名、計106名の無回答者がいたため、表6
の合計人数は482名となっている。図においては有意差がみられた箇所に実線の〇を施した。
図6．反抗の時期
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表7．本音でぶつかった体験の有無
非ゆとり世代
（N＝297）
現代青年
（N＝275） χ
2
あり なし あり なし
193 104 139 136 12．22＊＊
＊＊p＜．01
図7．本音でぶつかったこと
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⌧௦㟷ᖺ表8．本音でぶつかった際の怖さの程度
非ゆとり世代
（N＝301）
現代青年
（N＝277） t
M 3．84 3．69 1．63
SD 1．14 1．14
図8．本音でぶつかる際の怖さ（尻込み）の程度
まず、「反抗の有無」に関しては、非ゆとり世代の方が現代青年よりも反抗した経験があると
いう回答が有意に多かった（χ2（1）＝6．24，p＜．05）。反抗の時期については、小学校・高校・現
在（大学）においては差がみられなかったが、中学において有意な差が得られ（χ2（1）＝9．87，p
＜．05）、非ゆとり世代の方が現代青年よりも中学の時期に反抗していたという結果が得られた。
3．ふれあい恐怖心性について
1）本音でぶつかった体験の有無について
大学に入学してから、「本音でぶつかったことがあるか」について、その有無の選択率を非ゆ
とり世代と現代青年で比較するため χ2検定を行なった。その結果を表8および図8に示す。な
お、非ゆとり世代で5名、現代青年で3名、計8名が「無回答」もしくは「どちらでもない」「両
方」という回答であったため、表7の合計人数は572名である。図においては有意差がみられた
箇所に実線の〇を施した。
本音で友人にぶつかった体験の有無の結果を表7および図7に、図においては有意差がみられ
た箇所に実践の〇を施した。
分析の結果，有意な世代差が得られ（χ2（1）＝12．22，p＜．01）、非ゆとり世代の方が現代青年
よりも友人に本音でぶつかっていることが示された。
2）本音でぶつかる際の恐さ（尻込み）の程度について
「本音でぶつかりあいたいと思っても、恐かったり尻込みしてしまう事はありますか？」に関
する5件法の回答について、非ゆとり世代と現代青年で差がみられるか比較するため t 検定を行
なった。各世代の平均値と t 検定の結果を表8および図8に示す。
分析の結果、本音でぶつかる際の怖さの程度には、世代によって有意な差が得られなかった
（t（576）＝1．63，n.s.）が、平均値をみると、非ゆとり世代の方が若干高い数値を示した。
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表9．友人や恋人との仲直りの方法
非ゆとり世代
（N＝302）
現代青年
（N＝278） χ
2
する しない する しない
直接 191 111 149 129 5．56＊
電話 66 236 26 252 16．95＊＊＊
メール 96 206 70 208 3．09†
†p＜．10＊p＜．05 ＊＊＊p＜．001
図9．仲直りの方法
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㠀䜖䛸䜚表10．本音でぶつかった際の怖さの程度
非ゆとり世代
（N＝301）
ゆとり世代
（N＝193）
脱ゆとり世代
（N＝84） F
M 3．84 3．79 3．45 3．87＊
SD 1．14 1．12 1．17
＊p＜．05
図10．本音でぶつかった際の怖さの程度（5件法）
3）喧嘩した際の友人や恋人との「仲直りの方法」について
「友達や恋人と喧嘩をした時に、どうやって仲直りする事が多いですか？」という問に対し、「直
接会って」「電話で」「メールで」という3回答の選択率について、非ゆとり世代と現代青年との
間に差があるか検討するため、χ2検定を行なった。結果を表9に、グラフ化したものを図9に示
し、図においては有意差がみられた箇所に実践の〇を、有意傾向がみられた箇所には破線〇を施
した。
分析の結果、「直接」（χ2（1）＝5．56，p＜．05）および「電話」（χ2（1）＝16．95，p＜．001）にお
いて有意な差がみられ、「メール」は有意傾向であった（χ2（1）＝3．09，p＜．10）。恋人や友人と
ケンカした際、非ゆとり世代の方が現代青年よりも直接もしくは電話にて仲直りしているという
結果が得られた。
4．追加分析
なお、どの時点で変化が生じたのかについて検討するため、現代青年の2014年度～2016年度を
「ゆとり世代」、2017年度・2018年度を「脱ゆとり世代」とし、上記8点について探索的に分析
を行なったが、概ね上記の結果と同様であった。
ただ1点、「本音でぶつかる際の怖さ（尻込み）の程度」に関して、3世代（非ゆとり世代、
ゆとり世代、脱ゆとり世代）を独立変数とし、怖さの程度を従属変数として被験者間1要因分散
分析を行なった結果、有意な差がみられた（F（2，575）＝3．87，p＜．05）。多重比較を行なった結
果、非ゆとり世代と脱ゆとり世代との間に有意な差が得られ、脱ゆとり世代である直近の2学年
の方が非ゆとり世代よりも、本音でぶつかる際に怖さを感じないという結果が得られた（表10，
図10）。
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Ⅳ．考 察
1．親子関係・友人関係について
本研究の結果より、①「尊敬する相手」として、非ゆとり世代の方が「父親」を選択していた
こと、②「気楽に話せる相手」および「相談する相手」としては、気楽に話せる相手における「母
親」が有意傾向ではあったが、現代青年においては友人よりも母親を選択するという結果が得ら
れた。
1）現代青年の「父親」評価の低下
青年期が遷延化し、モラトリアムが長期化しているとされている現代青年にとって、親は同一
化の対象、すなわち、尊敬の対象となっているのかについて検討したが、現代青年が父親を尊敬
の対象として選択したのは、35％程度であり、非ゆとり世代よりも10％近く減少していた。小野
寺（1984）は娘からみた父親の魅力について、①両親の夫婦関係が娘の描く理想的な夫婦関係（か
つての夫唱婦随型ではなく民主的協力型）に近いこと、②異性としての魅力、③日常の接触、④
父親の決定権の4つの要因を見出している。中でも③の日常の接触については、単に行動を共に
するといった関わりよりも、父親自身の仕事や社会情勢などについて話してくれる父親の方が娘
から見てより魅力的で評価が高くなるという結果が得られている。この小野寺（1984）の研究で
用いられた父と娘の日常の接触行動を測定する尺度を用いて、娘の父親に対する評価について研
究した下茂・桂田（2015）によると、娘と積極的に関わる父親が娘に高く評価されており、20年
以上経過しても、小野寺（1984）の見解を支持する結果が得られている。内閣府男女共同参画局
（2017）によると、6歳未満の子どものいる家庭において、父親の育児参加の平均時間は2016年
の時点で83分であり、年次推移をみると若干増えてきているものの、日本社会における父親の育
児参加時間の短さは群を抜いている。児童期から青年期において父親が子どもにかかわる時間の
データはないが、手のかかる幼児ですらこの状況であれば、さらに時間が減っていることは想像
に難くない。接する時間がこの10年の間にさほど変わっていないとすれば、父親が娘に対する態
度に変化が生じている可能性が考えられる。現代の父親は一昔前よりも、自身の仕事や社会情勢
について家庭で語る機会が少なくなってきているのではないだろうか。
2）現代青年の相談相手は友人よりも母親
次に、「気楽に話せる相手」や「相談相手」について、現代青年は友人よりも母親を選択する
という結果についてである。この傾向は内閣府が行っている大規模な調査でも同様の傾向がみら
れている。18歳～24歳までの青少年を対象とした第7回および第8回世界青年意識調査では、「母
親」よりも「近所や学校の友達」が相談相手として選択されていた（内閣府共生社会政策統括官、
2003，2009）。しかし、内閣府が2015年に行なった調査結果によると、日本の若者の悩みや心配
ごとの相談相手は、「母」（47．3％）、「近所や学校の友だち」（38．0％）、「父」（20．7％）、「きょう
だい」（17．5％）の順となっている（内閣府、2016年）。この調査は13～29歳を対象としたもので
あり、先述の調査対象者よりも年齢の幅が広くなっており、男女別の結果は示されていないが、
純 心 人 文 研 究 第25号 2019
―185―
第8回世界青年意識調査にて「近所や学校の友達」が激減している。
片岡・園田（2010）は青年期に起こる愛着対象の移行について調査し、従来、青年期は愛着対
象が親から恋人や友人といった他の対象に移行するといった一般的な知見と異なり、大学生にあ
たる青年期後期には、親を再び愛着対象としてみなしているという可能性が示唆されている。国
立社会保障・人口問題研究所（2016）によると、結婚したいと思う交際相手を持つ割合は男性
16．0％、女性24．5％であったのに対し、「交際している異性はいない」と回答した割合は、男姓
69．8％、女性59．1％であり、交際相手を持たず、かつ交際を望んでいない未婚者は男性で全体の
30．2％、女性で25．9％となっており、交際未経験者および交際を求めない若者が増えてきている。
また、現代青年の特徴としてよくいわれる友人関係の希薄化も相まって、愛着対象が恋人や友人
に移行せず、相談相手が友人より母親となっているのではないかと推察される。
2．反抗について
「親や先生に反抗したことがあるか」という問に対して、非ゆとり世代は約90％の学生があっ
たと回答したのに対し、現代青年は約80％にとどまり、現代青年の方が反抗期のない学生が多い
結果が得られた。反抗の時期としては中学時代にのみ有意な差が得られ、非ゆとり世代の反抗経
験者が65％、現代青年では約半数であった。また現代青年においては、ほぼ同数が高校で反抗し
ていたと回答していた。神谷・郭（1995）は「父親への反抗」のピークが中学時代としているが、
これは非ゆとり世代に当てはまる傾向ではないだろうか。柏木・大野・平山（2006）は、共棲す
る親と子の実態について、まるで双子か年の近い友達のような仲の良さを特徴とする母と娘の関
係を「一卵性母娘」と表現している。このような心理的距離の近さが母親との間にある一方で、
石丸（2013）は娘が父親に抱く否定的な感情は思春期に高まるものの、青年期で弱まる結果を報
告している。本質問項目は「親」や「先生」としており、父親に対するものか母親に対するもの
かを質問していないため、父親に対する反抗と限定はできないが、現代青年の方が青年期に父親
をはじめとする否定的感情が弱まり、これまでいわれている「青年期平穏説」に当てはまる学生
が増えてきているのではないだろうか。
なお、本調査の結果で特徴的であったのは、本項目の回答者の人数である。反抗期の有無につ
いての無回答は非ゆとり世代で4名、現代青年で5名、計9名であったが、「反発の時期」につ
いては、現代青年で2名であるのに対し、非ゆとり世代では104名もの無回答者がいた。ここで、
現代青年を「ゆとり世代」として捉えると、この「ゆとり世代」の特徴は①素直でまじめ、②個
性重視、③指示待ち、明確な指示があれば適切に実行できる、④マニュアル的な手本を好み、応
用は苦手、④自信がなく失敗を恐れる、評価を気にする、⑤短期間・即自的な結論を求める、⑥
自身の利得・成長に繋がることを率先して行う、⑦公的なことよりも私的なことを優先しやすい、
⑧コミュニケーションが苦手、⑨意欲の低下、⑩打たれ弱さ、などがあるとされている（加藤、
2018；藤原他、2017；池田・新井・冨澤・田中・山中、2014など）。否定的な特徴が羅列するこ
とが多い中、①素直でまじめ、という特徴が無回答の少なさに表れているのではないかと考えら
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れる。
3．ふれあい恐怖心性について
研究においては、ふれあい恐怖心性について「本音でぶつかった体験があるかどうか」「本音
でぶつかる際の怖さ（尻込み）の程度」「友人や恋人との仲直り方法」の3項目から検討した。「本
音でぶつからない」ことがすなわち「ふれあい恐怖心性」を示しているか、その妥当性・信頼性
には検討の余地があるが、自身の内面を開示する関わりを回避して表面的に関わる態度や、互い
を傷つけないように、互いの内面に踏み込まないように気を遣うといった「ふれあい恐怖」の特
徴（岡田、2002）から、「本音でぶつからず、相手に踏み込まない気を遣った態度」は「ふれあ
い恐怖」の1つの態度であると考えられる。本調査の結果、大学生になってから本音でぶつかっ
たことのある大学生は、現代青年よりも非ゆとり世代の方が有意に多いという結果が得られた。
ぶつかる際の怖さの程度においては有意な差がみられなかったものの、「先述したゆとり世代の
特徴の1つに「コミュニケーションが苦手」というものがあるが、「コミュニケーション体験の
不足」がゆとり世代の特徴の1つとしているものもある（加藤、2018）。このコミュニケーショ
ン体験の不足は、近年指摘されている青年期における友人関係の希薄化が関係しているとも考え
られるが、松田（2000）が若者の携帯電話利用の実態から「選択的な友人関係」を見出している
ように、希薄化のみならず「選択化」という特徴が指摘されている。また、現代ではテレビのス
イッチを切り替えるように、場面場面に合わせて気軽にスイッチを切り替えられる「対人関係フ
リッパー」（辻、1999）といった特徴や、友人関係の深さ・広さとは独立して、状況に応じて自
己や付き合う相手を切り替える傾向（大谷、2007）があるとされている。スマートフォンが世間
一般に普及したのが2006年から2010年という指摘がある（井上、2013）が、これは本研究におけ
る現代青年が小学校高学年から中学生にあたる時期であり、初めて持つ携帯端末がスマートフォ
ンであった学生も多いことが推察される。荒川（2018）は現代のコミュニティは「所属する」こ
とから「接続する」ことへ変化してきているとして、「人との関係とは、同じ場所や同じ枠にお
さまっていることが重要なのではなく、いかに必要なときに接続することができるかが問われて
きます。その接続はリアルでもネットでも、直接でも間接でもいい」と述べている。現代青年は
情報にしろ対人関係にしろ、「主体的に選択」して「接続」し、「使い分け」ているのではないだ
ろうか。
なお、「ゆとり世代」の特徴として論じたが、追加分析として「本音でぶつかる際の怖さ」に
ついて「非ゆとり世代」「ゆとり世代」「脱ゆとり世代」の3世代で比較したところ、「非ゆとり
世代」と「脱ゆとり世代」の間で有意な差がみられ、「脱ゆとり世代」の方が怖さを感じていな
かった。「本音でぶつかる」体験を回避するため、怖さも感じない可能性も考えられるが、「ゆと
り世代」の特徴というよりは、先述したようなメディアとの関わり方が対人関係に影響している
ものとも考えられる。
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Ⅴ．おわりに
2000年代中ごろの学生と、2010年代後半の現代学生を比較検討してきたが、親子関係・友人関
係が変化してきている様相が窺われた。はじめにで触れたが、本研究の素材は調査研究目的とし
て作成されたアンケートではないため、結果の一般化には慎重を期するものであるが、それでも、
現代女子大学生の特徴の一部を捉えたものであると考えられる。こういった変化の要因の1つに、
メディア接触や SNS体験などが推察されると考察したが、この点に関しては今後さらなる検討
が必要である。
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